
予算要求資料
平成28年度当初予算　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：社会教育施設費
	事業名　新課題解決型図書館サービス提供事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　教育委員会　図書館　管理調整係　電話番号：058-275-5111（内291）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c27205@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　10,595千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	10,595
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	10,595

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
        岐阜県図書館では、市町村図書館で収集しきれない各分野の基本図書、学術書・専門書を充実するとともに、特色あるコレクションとして郷土、地図、児童サービス分野の図書資料を収集してきた。それに加えて、新たに障がい者福祉・特別支援教育の分野についても重点的に図書資料を収集し、サービスを充実させる。
（２）事業内容

ア．子育て世代・子育て支援関係者への支援

・児童図書・児童研究資料を充実し、レファレンスに対応する。赤ちゃん絵本なども充実する。絵本等は消耗が激しいため、汚破損本の買い替えも行う。

・子育て支援図書コーナーを拡張し、子育てや家庭教育に関する図書を充実する。

イ．障がい者（児）・福祉関係者、特別支援教育への支援

・高齢者・障がい者に対する支援関係者に対応するための福祉関連図書資料を充実し、レファレンスに対応する。

・特別支援教育関連の図書資料を充実し、レファレンスに対応する。

（３）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	     315
	有識者謝金

	旅費
	57
	費用弁償・業務旅費

	需用費
	2,123
	消耗品費、会議費等、印刷製本費、修繕費等

	使用料及び賃借料
	270
	データベース使用料


	備品購入費
	7,822
	書籍、書架等

	負担金
	8
	セミナー参加料

	合計
	10,595
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（1） 各種計画での位置づけ
　　◯「教育ビジョン」の「基本目標２（１）心の教育の充実と望ましい人間関係を築く力の向上」における「取り組むべき主な施策 eq \o\ac(○,3)読書活動の推進」

　　　「基本目標５（１）文化活動の推進、（４）生涯学習の推進」

○「長期構想」における政策の目的

新たなふるさとの誇りを生み出すために、文化の薫り高いふるさとづくりに取り組みます。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
県立の図書館として市町図書館との役割分担を進め、利用者の課題解決に役立てるため、より専門的な資料の充実と提供を図る。H28年度は子育て支援、障がい者・児福祉支援分野について重点的に資料を充実し、利用者に提供する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	子育て支援
	
	
	
	
	
	

	障がい者・児支援
	
	
	
	
	
	


○指標を設定することができない場合の理由
	子育て支援コーナーは、平成２８年度は準備期間が中心となり、現段階で設置時期未定のため、平成２９年度以降に指標を設定する。

障がい者・児支援、福祉支援に関しては、平成２９年度以降にコーナーの設置を検討する。平成２８年度は障害者差別解消法対策として機器や資料の充実を図るなど準備期間とし、コーナー設置後に指標を設定する。


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　



（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果　




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	子育て支援、障がい者・高齢者福祉、いずれも今日的課題であり、県民の関心も高い。これらの課題に目に見える形で県が取り組んでいることを示すことができる事業である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　どのような資料が求められているのか、関係機関・団体・専門家と連携し、有効に活用される構成を目指す。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

これまでも、県図書館として広域性とともに専門性を掲げてきたが、岐阜市立図書館新館開館を機に市町図書館との役割分担をすすめ、分野を選んで着実に専門的資料を充実させていく。


